
①法人名 ②代表者名

③施設名 ④施設長名

・ＴＥＬ

・ＦＡＸ

・e-mail

⑥施設種別

⑦開設日

⑧定員数
(H27年4月1日)

⑩施設概要

⑪作業種別

⑬平成２６年度
工賃実績

月額
支払い対象者
延べ数

年度

区　　　分 ■月給 □時給 ■月給 □時給 ■月給 □時給

支払対象者 25人 人 25人 人 25人 人

工賃目標額 33,456円 33,461円 33,466円

売上計画額
(A)

仕入原価等
(B)

工賃支払総額
(A-B)

工賃向上計画

鹿児島太陽の里は、重度身体障害者授産施設が前身であり、雇用されることの困難なものま
たは生活に困窮する者等を入所させ、必要な訓練を行い、かつ、職業を与え、自活させるこ
とを目的として障害者の福祉的就労・「生きるよろこび！働くよろこび！共に暮らすよろこ
び！」を支援してきた。
平成24年4月に新体系移行し施設入所支援と生活介護、就労継続支援Ｂ型に移行し、利用者
が自ら進んでその障害を克服し、社会経済活動に参加出来るようにするために必要な作業訓
練を行うと共に施設内自立を目的として、利用者に寄り添い、ニーズに応じた支援で利用者
の方々を支えます。

■就労継続支援Ｂ型　　その他（□就労継続支援Ａ型　　□生活介護　　□地域活動支援ｾﾝﾀｰ）

⑫作業内容

社会福祉法人　緑風会

⑤施設住所

鹿児島太陽の里

鹿児島県日置市伊集院町郡２０７５番地

〒８９９－２５０４

□農産物生産・販売　　□食品製造・販売　　□木工品等製作・販売　　□役務の提供　　■その他（クリーニング作業）

taiyonosato@pluto.plala.or.jp

099-273-2625

099-273-3211

平成　24年　4月　1日

40人

クリーニング作業

9,938,208円

300,000円

9,638,208円

佐多 京子

佐多 京子

25人

平成29年度

□新設　■移行（身障入所授産施設からの移行）

⑨現員数
(H27年4月1日)

297人33,451円

平成28年度

9,936,768円

300,000円

9,636,768円

⑭目標工賃

9,935,328円

300,000円

9,635,328円

平成27年度

１／１
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⑯目標工賃設定
に当たっての基
本的な考え方

⑰目標工賃達成
に向けた取組

⑱上記取組に関
する具体的な内
容

平成２７年
度

平成２８年
度

平成２９年
度

理事会
確認日
平成27年３月２８日

利用者
確認日
平成27年３月１０日

家族
確認日
平成27年３月１０日

平成２８年の実績を踏まえ、工賃向上に対する課題整理と取組内
容の検討・見直しを行う。経営力の強化、地域との連携の強化、
生産、販売の効率化に積極的に取り組む。
本計画による工賃向上の取り組みを通じ、障害のある方の自立と
施設経営の安定化を図り、福祉サービスの質の向上を図る。
しかしながら、東日本大震災後の海外観光客減少の影響や、原発
事故後における国内のエネルギー供給体制、中東情勢における原
油価格上昇、原発事故に起因する電気料金値上げ等　一事業所で
は対応できない問題であり、さらに具体的にはＡ重油価格が上昇
すると、工賃向上計画が頓挫しかねない事態も予想される。

⑳計画策定に当
たっての関係者
の意見等

理事会評議員会（事業計画）

事業説明会・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ等

⑲目標工賃達成
に向けた年次計
画

鹿児島県の目標工賃額を1円でも多く向上できる計画を策定し、さらに、最低賃
金の1／2以上を超えるような工賃向上にむけ、業務、作業内容等の見直しなど
工賃向上計画に基づく取り組みを実施し、利用者の「生活の質」の向上を目指
す。

事業説明会等

法人として、営業活動に力を入れ、新規契約・取引先の開拓・取引先企業との
受注の拡大を目指します。生産力向上と職員・利用者の意識改革等、工賃向上
に向け業務、作業内容の見直しを図り、その内容を工賃向上計画や個別支援計
画に盛り込み、課題整理と取組内容の検討を行う。又、工賃以外にも、一日研
修旅行、納涼大会等、レクレーション活動に収益を還元し、加齢による障害の
重度化や、利用者のニーズに対応したリハビリテーションの実施に努める。

■設備整備　　　□商品開発　　　■作業内容の充実　　　■販路開拓

□共同受注窓口の導入　　　■職員の意識改革　　　■利用者の意識改革

■職場環境の改善　　　□経営コンサルタント等からの助言

■地元企業との連携　　　□商店街との連携　　　■市町村との連携

■その他（エネルギー供給･蒸気等のコスト削減等の基礎研究・情報収集）

平成２６年の実績を踏まえ、工賃向上に対する課題整理と取組内
容の検討・見直しを行う。経営力の強化、地域との連携の強化、
生産、販売の効率化に積極的に取り組む。
本計画による工賃向上の取り組みを通じ、障害のある方の自立と
施設経営の安定化を図り、福祉サービスの質の向上を図る。
しかしながら、東日本大震災後の海外観光客減少の影響や、原発
事故後における国内のエネルギー供給体制、中東情勢における原
油価格上昇、原発事故に起因する電気料金値上げ等　一事業所で
は対応できない問題であり、さらに具体的にはＡ重油価格が上昇
すると、工賃向上計画が頓挫しかねない事態も予想される。
平成２７年の実績を踏まえ、工賃向上に対する課題整理と取組内
容の検討・見直しを行う。経営力の強化、地域との連携の強化、
生産、販売の効率化に積極的に取り組む。
本計画による工賃向上の取り組みを通じ、障害のある方の自立と
施設経営の安定化を図り、福祉サービスの質の向上を図る。
しかしながら、東日本大震災後の海外観光客減少の影響や、原発
事故後における国内のエネルギー供給体制、中東情勢における原
油価格上昇、原発事故に起因する電気料金値上げ等　一事業所で
は対応できない問題であり、さらに具体的にはＡ重油価格が上昇
すると、工賃向上計画が頓挫しかねない事態も予想される。
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